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市民アンケートまとめ 

                            日本共産党神戸市会議員団 

                                 ２０１９年２月 

 

 日本共産党神戸市会議員団は、２０１８年４月から「市民アンケート」を実施、１２月

までに約５４００人（有効回答数）の方から返信をいただきました。多くの方のご協力に

感謝いたします。 

 安倍政権の下、今年１０月から消費税の１０％への増税が進められようとしています。

労働者の実質賃金は下がり、医療・介護制度の改悪が続き高齢者への負担が強まる今、格

差・貧困をさらに広げる消費税増税など決して容認できません。 今、朝鮮半島の非核化

を進めるため、南北会談・米朝会談が繰り返し行われています。しかし、安倍政権は憲法

９条の改悪に固執し平和の機運を妨げる役割を果たしています。私たちは、平和を願う幅

広いみなさんとともにこの危険な動きをストップするためにがんばります。 

 神戸市においては、「都市空間向上計画」が進められようとしています。 この計画は、

ニュータウンや郊外を切り捨て、駅前の過密により必要な社会施設の建設を困難にし、地

価上昇に拍車をかける計画だと市民から反対の声が上がってきました。さらに、１６００

ｍ=徒歩２０分圏内に人口誘導区域を限定し、それ以外の地域と神戸を二つに分ける新たな

方針を示されています。 そもそもこの計画は、過大な人口減少化社会を前提としたもの

であり、１００年後には神戸の人口を５２万人まで減少することを認める計画です。この

事実を市民のみなさんに伝え、この計画を撤回させるためにがんばります。 同時に、市

内９つの区どこでも安心して住み続けられる神戸の街を目指します。 

 アンケートでは、都市空間計画への不安の声とともに、子育て支援、高齢者支援やバス

など移動手段の充実を求める声がたくさんあがっています。また、連続する豪雨や台風と

それによる高潮被害などへの対策も急がれます。 

 巨大開発より防災、生活応援に予算を回せ、この姿勢で議会内外での取り組みを強めて

いきたいと思います。 

 

 アンケートの集計を「政調資料」としてまとめましたので、ぜひご覧ください。今後と

も、日本共産党神戸市会議員団へのご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

※白紙などで返信されたアンケートは無効とし、有効回答数に含んでいません。 
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返送数と回答者の特徴 

 

2018 年 4 月から「市民アンケート」を開始し、2018 年 12 月現在で 5,450 通の返送

となっています。回答者の年代構成は、80 代以上が 15.5％、70 代が 30.3％と高齢者

が多くなっています。 

性別は「男性」が 24％、「女性」が 27％となっており、ほぼ同数で同じぐらいの

割合となっています。返信数を区別でみると「北区」が 1,043 件と一番多く、次に「垂

水区」の 744 件と続きます。神戸市の西部に住む方々からの返信が比較的多くなって

います。 

 

 

※不明 2,831 通 

  

 

※不明 237 通 
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１． 神戸市民は、地域に愛着を感じている方が多いですが、あなたは、お住まいの地

域にはどんな良さがあると感じていますか？ 

 

① 単純集計 

     

 

「買物など日常生活が便利」と答えた 2,576 件が一番多く、次に「自然が豊か」の 2,566

件、「鉄道やバス、道路が便利」の 2,211 件と続きます。選択が一番少なかったのは 105 件

の「雇用が十分にある」でした。 

 

② 男女別集計 

（男性） 

 

 （女性） 

105 
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740 
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1279 

1348 

1691 

2211 

2566 

2576 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

雇用が十分にある 

その他 

地名のイメージ 

歴史や伝統がある 

学校・保育や文化施設が近い 

公園広場が整っている 

医療や文化施設が近い 

まち並みがきれい 

鉄道やバス、道路が便利 

自然が豊か 

買物など日常生活が便利 
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27 
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その他 

雇用が十分にある 

地名のイメージ 

学校・保育や文化施設が近い 

歴史や伝統がある 

公園広場が整っている 

医療や文化施設が近い 

まち並みがきれい 

鉄道やバス、道路が便利 

買物など日常生活が便利 

自然が豊か 
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男性は「自然が豊か」が一番多く、次に「買物など日常生活が便利」「鉄道やバス、道路が

便利」と続き、女性は「買物など日常生活が便利」が一番多く、次に「自然が豊か」「鉄道

やバス、道路が便利」と続く結果になりました。順位は違うが上位３項目は男女とも同じ

項目が選ばれていました。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下 

     

40 歳～59 歳 

     

2 

33 

195 

268 

280 

347 

396 

462 

663 

715 

803 
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公園広場が整っている 

医療や文化施設が近い 

まち並みがきれい 

鉄道やバス、道路が便利 

自然が豊か 

買物など日常生活が便利 
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買物など日常生活が便利 
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60 歳以上 

     

結果を年代別にみてみました。どの年代をみても「買物など日常生活が便利」「鉄道

やバス、道路が便利」「自然が豊か」の３つが上位となっています。 

 

④ 記入された自由意見より 

・海、山が近い                 （85 歳：男性） 

・気候が穏やか                 （86 歳：男性） 

・治安が良い                  （57 歳：男性） 

・地域の住民の関わりが盛ん           （32 歳：女性） 

・自治会がしっかりしていて安心         （50 歳：女性） 

・生まれ育った町                （67 歳：男性） 

 

 

２． 神戸市は、どこにも快適に住み続けられるまちづくりを転換し、駅周辺への移住

を誘導する「都市空間向上計画」をすすめています。 

 

（１）この「計画」をご存知でしたか？ 

① 単純集計 

 

神戸市のすすめている「都市空間向上計画」を「知っていた」との回答が 30％

に対して「知らなかった」が 70％と倍以上が「知らなかった」と回答しています。 
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② 男女別集計 

（男性）              （女性） 

  

男女ともに計画を「知らなかった」（男性 61％：女性 73％）との回答が一番多く、

特に女性の半数以上が「知らなかった」と回答しています。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下              40 歳～59 歳 

       

60 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの年代をみても半数以上が「知らなかった」と回答しています。39 歳以下の
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若い世代の「知らなかった」は 79％、次に 40 歳～59 歳が 76％、60 歳以上が 62％

と若い世代のほど「知らなかった」と回答した人が多い結果となりました。 

 

（２）この計画で様々な問題が懸念されますが、心配なことはなんですか？ 

 （市街地、都心部にお住まいの方） 

 

① 単純集計 

 

この計画での心配なこととしては「地価の高騰による固定資産税の負担増」と答えた

1,134 件が一番多く、次に「マンション増加による景観上の問題」の 1,110 件と続きます。

土地利用や周辺の環境問題、施設問題を心配する声がありました。 

 

② 男女別集計 

（男性） 

 

（女性） 
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介護施設などの不足 

マンション増加による景観上の問題 

地価の高騰による固定資産税の負担増 
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その他 

過密により学校施設の不足や仮設校舎化 

家賃やテナント料の値上げ 

保育園などの不足に待機児童の増加 

地価の高騰による固定資産税の負担増 

マンション増加による景観上の問題 

介護施設などの不足 
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男性は「介護施設などの不足」が一番多く、次に「マンション増加による景観上の問題」

「地価の高騰による固定資産税の負担増」と続き、女性は「マンション増加による景観上

の問題」が一番多く、次に「地価の高騰による固定資産税の負担増」「介護施設などの不足」

と続く結果になりました。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下 

 

40 歳～59 歳 

 

60 歳以上 

 

3 

229 

256 

316 

320 

333 

351 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

その他 

過密により学校施設の不足や仮設校舎化 

家賃やテナント料の値上げ 

保育園などの不足に待機児童の増加 

介護施設などの不足 

地価の高騰による固定資産税の負担増 

マンション増加による景観上の問題 

19 

28 

47 

63 

67 

74 

115 
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その他 

介護施設などの不足 

マンション増加による景観上の問題 

地価の高騰による固定資産税の負担増 

過密により学校施設の不足や仮設校舎化 

家賃やテナント料の値上げ 

保育園などの不足に待機児童の増加 

37 
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保育園などの不足に待機児童の増加 

マンション増加による景観上の問題 

地価の高騰による固定資産税の負担増 

家賃やテナント料の値上げ 

115 
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その他 

家賃やテナント料の値上げ 

過密により学校施設の不足や仮設校舎化 

保育園などの不足に待機児童の増加 

地価の高騰による固定資産税の負担増 

マンション増加による景観上の問題 

介護施設などの不足 
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結果を年代別にみると 39歳以下では「保育園などの不足に待機児童の増加」が一番多く、

40 歳～59 歳では「家賃やテナント料の値上げ」が一番多かったです。60 歳以上では「介

護施設などの不足」が一番多く、年代で結果が分かれています。 

 

④ 記入された自由意見より 

・人口減少が止まらないのは住みやすい地域じゃないからではないですか？ 余計

に過密化することで、住みづらくなるのではないですか。   （28 歳：女性） 

・子どもが多いため公園や学び場、学童保育の不足！！    （36 歳：女性） 

・過密化による災害被害、住環境悪化            （71 歳：男性） 

・三宮には小学校が少ししかないのに子どもが育つのか疑問  （66 歳：男性） 

・神戸市全体のバランスがくずれる             （76 歳：女性） 

・強引な開発はいつか市民へのツケや行政のお荷物になる   （85 歳：男性） 

 

 

 （ニュータウンなど郊外にお住まいの方） 

 

① 単純集計 

 

この計画での心配なこととしては「空き家増加による治安の悪化」と答えた 1,313 件が

一番多く、次に「近くのスーパーなどが撤退する」の 1,193 件と続きます。選択が一番少

なかったのは 790 件の「家屋や土地の資産価値が下落」でした。 

 

② 男女別集計 

（男性） 

233 

790 

906 

995 

1144 

1193 

1313 

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

学校や保育園の統廃合による子育て環境の… 

病院や介護施設などがなくなる 

バス路線などが廃止される 

近くのスーパーなどが撤退する 

空き家増加による治安の悪化 
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（女性） 

 

男性は「空き家増加による治安の悪化」が一番多く、次に「近くのスーパーなどが撤退

する」「バス路線などが廃止される」と続きます。女性も「空き家増加による治安の悪化」

が一番多い結果になっています。次に「バス路線などが廃止される」「近くのスーパーなど

が撤退する」と続きます。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下 

 

40 歳～59 歳 

2 

186 

201 

233 

256 

262 

325 

0 50 100 150 200 250 300 350

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

学校や保育園の統廃合による子育… 

病院や介護施設などがなくなる 

バス路線などが廃止される 

近くのスーパーなどが撤退する 

空き家増加による治安の悪化 

0 

206 

268 

272 

320 

335 

376 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

学校や保育園の統廃合による子育… 

病院や介護施設などがなくなる 

近くのスーパーなどが撤退する 

バス路線などが廃止される 

空き家増加による治安の悪化 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

病院や介護施設などがなくなる 

空き家増加による治安の悪化 

バス路線などが廃止される 

学校や保育園の統廃合による子育て環境の… 

近くのスーパーなどが撤退する 
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60 歳以上 

 

結果を年代別にみると 39 歳以下では「近くのスーパーなどが撤退する」が一番多く、40

歳～59 歳と 60 歳以上は全ての順位が同じで「空き家増加による治安の悪化」が一番多かっ

たです。年代に関係なく「近くのスーパーなどが撤退する」と「バス路線などが廃止され

る」が上位に入っています。 

 

④ 記入された自由意見より 

・計画に反対。各区の充実が優先されるべき。       （76 歳：男性） 

・行政サービスの低下                  （46 歳：女性） 

・居住の自由を奪うな。                 （73 歳：男性） 

・年寄りが家にこもる                  （52 歳：男性） 

・その町の歴史がなくなる。地名も変えるべきではない。  （73 歳：女性） 

 

 

（３）三宮駅周辺では、数千億円もの費用を投じて高層ビル建設や、市役所建て替えなど

巨大な再開発をすすめています。 

この開発について、どう思われますか？ 

 

① 単純集計 

30 

76 

83 

100 

111 

115 

145 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

学校や保育園の統廃合による子育て環境の… 

病院や介護施設などがなくなる 

近くのスーパーなどが撤退する 

バス路線などが廃止される 

空き家増加による治安の悪化 

84 

248 

278 

321 

337 

355 

444 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

その他 

家屋や土地の資産価値が下落 

学校や保育園の統廃合による子育て環境の… 

病院や介護施設などがなくなる 

近くのスーパーなどが撤退する 

バス路線などが廃止される 

空き家増加による治安の悪化 
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三宮駅周辺の巨大再開発については 63％と半数以上人が「必要ない」と答えています。

開発が「必要」と答えた人は 16％となっています。 

 

② 男女別集計 

（男性） 

 

（女性） 

大規模開発は

必要 

16% 

大規模開発は

必要ない 

63% 

わからない 

21% 

わからな

い 

13% 

大規模開

発は必要 

19% 

大規模開

発は必要

ない 

68% 
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男女ともに三宮駅周辺の巨大再開発について「大規模開発は必要ない」（男性 68％：

女性 63％）との回答が多く、「必要」（男性 19％：女性 13％）と答えた人を大きく

上まわる結果になっています。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下 

 

 

40 歳～59 歳 

大規模開

発は必要 

13% 

わからな

い 

24% 

大規模開

発は必要

ない 

63% 

大規模開

発は必要 

20% 

大規模開

発は必要

ない 

49% 

わからな

い 

31% 
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60 歳以上 

 

結果を年代別にみても三宮駅周辺の巨大再開発は年代に関係なく「必要ない」が一番多

くなっています。39 歳以下は 49％、40 歳～59 歳は 57％、60 歳以上は 71％と年代が上な

ほど「必要ない」と答える人が多くなっています。 

 

３． 日本共産党議員団は、三宮一極集中などの駅前巨大開発ではなく、お住まいの地

域の問題解決を最優先に、力を尽くしたいと考えています。地域で解決したいと考え

ている問題についてお聞かせください。 

 

東灘区 

・六甲アイランドの商業施設の空洞化。高齢者にとって買い物もままならない状況

です。 （40 歳：男性） 

・空き店舗が多すぎる。その空き店舗を子どもが遊べるようなスペースにしてほし

大規模開

発は必要 

19% 

大規模開

発は必要

ない 

57% 

わからな

い 

24% 

大規模開

発は必要 

13% 

大規模開

発は必要

ない 

71% 

わからな

い 

16% 
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い。深江駅周辺や甲南山手駅周辺にもなく不便。ショッピングモールがないのが心

底不便。 （24 歳：女性） 

 

灘区 

・鶴甲地区で高齢化が進んでおり、空き家も増加しています。若い世代が入居する

ような方法はないでしょうか？ （72 歳：男性） 

・高羽小学校の過密、神鋼火力発電、関電送電線（石屋川沿い）の電磁波 （不明：

不明） 

 

中央区 

・国体道路沿いにバス（灘～三宮間）通して。市住・県住が中央区は少ない、特に

新神戸・葺合あたり。 （30 歳：女性） 

・神戸小学校の過密解消、新しく学校をつくってほしい （70 歳：女性） 

 

兵庫区 

・兵庫駅近くの保育所の不足。待機児童対策。 （34 歳：男性） 

・兵庫区は南北への移動がしづらい。バスの本数を増やして。 （28 歳：女性） 

 

北区 

・君影町のトーホーが昨年撤退。空き家が増え、高齢で買い物に不自由している人

がたくさんいる。買い物も住環境もよくなるよう住民の声が一つになれたらいい。

署名運動をしている。 （75 歳：男性） 

・北区の公的病院に対しての支援拡充と救急医療に対する支援拡充。 （68 歳：

男性） 

 

長田区 

・少子高齢化による学校の統廃合、スーパーの撤退、バスの減便、神戸市は丸山地

区を見捨てたとしか思えない。 （38 歳：女性） 

・駒栄町、庄田町など古い住宅が密集しており、災害時不安。 （不明：不明） 

 

須磨区 

・名谷ができたときの公団等は老朽化が進み空き家増加。年をとっても住める耐震

性のあるマンションに建て替えが必要。 （74 歳：男性） 

・だいち小学校の児童増加による過密化。早急に分散など対策してほしい。 （27

歳：女性） 
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垂水区 

・塩屋地区居住。道が狭く坂道で高齢者の移動が難しい。コミュニティバスがある

が一部走ってくれなくて困っている。 （81 歳：女性） 

・学園都市～垂水警察のあたりまでの道沿いの開発のあり方。大型施設がどんどん

できているが、他にう回路や逃げ道がなく交通が集中するため渋滞が常態化してい

る。緩和の施策を講じないまま利益優先で開発を進めるやり方は大いに疑問。 （32

歳：女性） 

 

西区 

・大型児童館、図書館、市民プールなど市営や県営の施設が少なかったり、近くに

なかったりする。明石や三木、小野などへ車で行っている。西神方面に行政やら医

療やらを集中させるというのなら、気軽に車で行けるよう無料の駐車場の整備や格

安のバスを運行させるべきだ。 （40 歳：女性） 

・西区役所が西神に移ったあとも、区役所機能を（今の玉津の庁舎に）残して。玉

津に警察官常駐の警察署を。 （70 歳：男性） 
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４． まちの活性化のため、あなたが神戸市政にのぞむことを選んでください。 

 

① 単純集計 

 

神戸市政に望むことについては「ムダな公共事業の削減」が 2,405 件と一番多く、次に

「介護保険料・利用料の引下げ」の 1,942 件、「国民健康保険料の引下げ」の 1,849 件、「市

バス路線やコミュニティーバス充実」の 1,445 件、「子どもの医療費の無料化」の 1,183 件

と続きます。選択が一番少なかったのは 396 件の「公文書管理の厳格化」でした。 

396 

452 

477 

482 

512 

572 

627 

635 

653 

724 

744 

787 

846 

847 

855 

926 

957 

1097 

1110 

1123 

1144 

1175 

1183 

1445 

1849 

1942 

2405 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

公文書管理の厳格化 

市営住宅の改修や増設など 

議会改革の推進 

中小企業支援の拡充 

障がい者（児）福祉の充実 

地産地消など農林漁業の振興 

その他 

学童保育など放課後施設の充実 

再生可能エネルギーの推進 

文化・スポーツ振興、図書館や体育館充実 

身近な道路や公園の整備 

保育所待機児童の解消 

雇用の安定や賃金の引き上げ 

学校給食の充実や無償化 

いじめ問題や体罰の解消 

地域医療体制の充実 

教育費や保育料の負担を減らす 

子どもの貧困と児童虐待への対策 

特別養護老人ホームなど高齢者住宅整備 

高齢者福祉の充実 

地震・豪雨・津波など災害対策 

敬老パスや福祉パスを無料に戻す 

子どもの医療費の無料化 

市バス路線やコミュニティーバス充実 

国民健康保険料の引下げ 

介護保険料・利用料の引下げ 

ムダな公共事業の削減 
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② 男女別集計                   ※上位５件までを表示 

（男性） 

 

（女性） 

 

上位５項目で「ムダな公共事業の削減」が一番多く、次に「介護保険料・利用料の

引下げ」「国民健康保険料の引下げ」と続きますが、男女ともに同じ結果となって

います。 

 

③ 年代別集計                    ※上位５件までを表示 

39 歳以下 

 

40 歳～59 歳 

 

348 

361 

532 

551 

580 

0 100 200 300 400 500 600 700

市バス路線やコミュニティーバス充実 

敬老パスや福祉パスを無料に戻す 

国民健康保険料の引下げ 

介護保険料・利用料の引下げ 

ムダな公共事業の削減 

364 

431 

480 

545 

732 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

子どもの医療費の無料化 

市バス路線やコミュニティーバス充実 

国民健康保険料の引下げ 

介護保険料・利用料の引下げ 

ムダな公共事業の削減 

30 

31 

35 

39 

42 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

国民健康保険料の引下げ 

地震・豪雨・津波など災害対策 

ムダな公共事業の削減 

教育費や保育料の負担を減らす 

子どもの医療費の無料化 

192 

192 

194 

241 

330 

0 50 100 150 200 250 300 350

国民健康保険料の引下げ 

地震・豪雨・津波など災害対策 

教育費や保育料の負担を減らす 

子どもの医療費の無料化 

ムダな公共事業の削減 
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60 歳以上 

 

結果を年代別にみると 39 歳以下は「子どもの医療費の無料化」が一番多く、40 歳～59

歳は「ムダな公共事業の削減」が一番多く、60 歳以上は「介護保険料・利用料の引下げ」

が一番多い結果となりました。どの年代にも「ムダな公共事業の削減」と「国民健康保険

料の引下げ」が上位になっています。 

 

④ 記入された自由意見より 

・子育て支援施設。ファミサポ療養の補助・拡充・幼稚園の預かり保育の充実 （33

歳：女性） 

・図書館の蔵書を増やす （50 歳：男性） 

・高齢者が無理のない範囲で働ける環境整備 （67 歳：男性） 

・若い世帯が住みやすい対策・保育料・教育費の負担軽減 （40 歳代の男女） 

・体育館への冷房設置 （不明：不明） 

・超高層ビル建設の規制強化 （76 歳：男性） 

 

 

５． 中学校給食は、８万の署名を力に実現しました。しかし、神戸市が安上がりな調

理法式にしたため「冷たい」「美味しくない」と利用は３割台です。 

中学校給食にどんな改善が必要でしょうか？ 

 

① 単純集計 

527 

531 

729 

865 

875 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

市バス路線やコミュニティーバス充実 

敬老パスや福祉パスを無料に戻す 

国民健康保険料の引下げ 

ムダな公共事業の削減 

介護保険料・利用料の引下げ 
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中学校給食については「自校調理方式」が 46％と一番多く、次に「親子方式」の 25％と

続きます。選択が一番少なかったのは 3％の「デリバリー方式」でした。 

 

・自校調理方式 … 小学校と同じように学校調理場で温かく安全な給食 

・親子方式   … 中学校が狭い場合、近隣の小学校でつくった給食 

・センター方式 … 市営の大量調理場で調理し、食缶で運ぶ給食 

・デリバリー方式… 今のまま民間の大量調理場からの配送を続け、レトルト品を増やす 

 

② 男女別集計 

（男性） 

 

（女性） 

自校調理方式 

46% 

親子方式 

25% 

センター方式 

10% 

デリバリー方

式 

3% 

その他 

16% 

デリバ

リー方式 

5% 

センター

方式 

11% 

その他 

19% 

親子方式 

21% 

自校調理

方式 

44% 



23 

 

 

男女ともに順位は同じ結果でした。「自校調理方式」（男性 44％：女性 46％）が一番多く、

次に「親子方式」（男性 21％：女性 26％）と続く結果となっています。 

 

③ 年代別集計 

39 歳以下 

 

40 歳～59 歳 

デリバ

リー方式 

3% 

センター

方式 

9% 

その他 

16% 

親子方式 

26% 

自校調理

方式 

46% 

自校調理

方式 

40% 

親子方式 

29% 

センター

方式 

13% 

デリバ

リー方式 

3% 

その他 

15% 
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60 歳以上 

 

年代別にみても「自校調理方式」が一番多く、次に「親子方式」と続きます。選択

が一番少なかったのは「デリバリー方式」でした。 

意見の中には「美味しくないといっています」という中学生の意見を反映したもの

も数件ありました。また食育として取り組むべきであるとの意見も複数ありました。

その一方で 3 割しか食べていないなら廃止したらどうかとの意見や学校に食堂を

つくり食べやすいようにしたらどうかとの意見がありました。 

 

 

④ 記入された自由意見より 

・温かい食事を食べさせるべき。①～③を学校の規模、地域にあわせて実施 

 （30 歳：男性） 

・子どもが美味しくないと言っている。温かく美味しく全員給食というふうにしない

と無意味だと思っています。               （44 歳：女性） 

自校調理

方式 

40% 

親子方式 

27% 

センター

方式 

9% 

デリバ

リー方式 

3% 

その他 

21% 

自校調理

方式 

48% 

親子方式 

22% 

センター

方式 

10% 

デリバ

リー方式 

4% 

その他 

16% 
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・中学生はりっぱな人間です。人間らしい食事を提供するよう考えを改めるべきです。 

                            （50 歳：男性） 

・小学校のように全員給食実施              （61 歳：女性） 

 

 

６． 市民の暮らしにかかわる問題についてお聞きします。 

●消費税の 10％への増税について 

① 単純集計 

 

消費税 10％への増税について「賛成」と答えたのが 17％に対して「反対」が 70％と 3 倍

以上の人が「反対」と回答しています。 

 

② 男女別集計 

（男性）            （女性） 

  

 

 

男女ともに「反対」（男性 70％：女性 74％）と答えた人が多く、「賛成」（男性 23％：女性

11％）を大きく上まわる結果となりました。 

 

③ 年代別集計 

賛成 

17% 

反対 

70% 

わから

ない 

13% 

わか

らな

い 

7% 
賛成 

23% 

反対 

70% 

賛成 

11% わか

らな

い 

15% 

反対 

74% 
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39 歳以下                40 歳～59 歳 

     

 

 

60 歳以上 

 

どの年代をみても半数以上が「反対」と回答しています。39 歳以下の若い世代が「反対」

は 59％、次に 40 歳～59 歳が 65％、60 歳以上が 75％と年代が高くなるほど「反対」と回

答した人が多い結果となりました。 

 

●憲法第 9 条（戦争放棄）を変えることについて 

① 単純集計 

 

賛成 

22% 

反対 

59% 

わから

ない 

19% 

賛成 

19% 

反対 

65% 

わから

ない 

16% 

賛成 

16% 

反対 

75% 

わからな

い 

9% 
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憲法 9 条を変えることについて「賛成」と答えたのが 14％に対して「反対」が 68％と 3 倍

以上の人が「反対」と回答しています。 

 

② 男女別集計 

（男性）              （女性） 

  

 

 

男女ともに「反対」（男性 72％：女性 67％）と答えた人が多く、「賛成」（男性 18％：女性

9％）を大きく上まわる結果となりました。 

 

③ 年代別集計 

 

39 歳以下                 40 歳～59 歳 

賛成 

14% 

反対 

68% 

わからな

い 

18% 

わか

らな

い 

10% 賛成 

18% 

反対 

72% 

賛成 

9% 

わから

ない 

24% 

反対 

67% 
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60 歳以上 

 

どの年代をみても半数以上が「反対」と回答しています。39 歳以下の若い世代の「反対」

は 52％、次に 40 歳～59 歳が 59％、60 歳以上が 77％と年代が高くなるほど「反対」と回

答した人が多い結果となりました。 

 

 

７． 政治や日本共産党に対するご意見など 

 

・こういうアンケートがあると政治に参加している感じがあり、また政策や計画について

考える機会になるからありがたい。（40 歳：女性） 

・国民健康保険料が高すぎます。病院にほとんどいかない人にとって、負担すぎます。も

う少し安くしてほしい。（35 歳：女性） 

・暴走する安倍内閣の壁になってほしい。孫たちの将来が心配です。（63 歳：女性） 

・脱原発、森友・加計問題。うやむやにしないでほしい。（70 歳：男性） 

・子どものことを真剣に考えてほしい （35 歳：女） 

・国会中継等を見ても、子どもの学級会の様なやりとりにがっかりします。もっと、大切

な国民のための議論を政治家の皆様にお願いしたいです。 （33 歳：女） 

賛成 

11% 

反対 

52% 

わから

ない 

37% 

賛成 

20% 

反対 

59% 

わから

ない 

21% 

賛成 

11% 

反対 

77% 

わから

ない 

12% 
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・何かおかしいと思っても、どう声をあげたらいいのかわかりません。このようなアンケ

ートはすばらしいと思います。 （不明：不明） 

・今の状態であれば生活がくるしくなるばかりです。年金は増えないし保険などの負担は

ふえるばかりです。 （66 歳：女） 

・憲法 9 条は守っていください。 （70 歳：女） 

・うそをつかない政治市政を望みます。あまりに政治家がおろかすぎます。国民ももっと

真剣に投票など参加すべきです。 （68 歳：女） 

・今の安倍政治は信用しておりません。云った、いや覚えてないのとくり返すばかりで解

決していない。課題が山積みです。野党はもっと突っ込んで問いつめて欲しいと思います。

 （不明：不明） 

・現自民党安倍政権打倒に全力を挙げて取り組む必要有。立憲民主党との連携を視野に入

れ、日米安保条約以外の社会保障、教育、子育て、医療、介護等の政策立案を国民に判り

易く丁寧に周知してもらい、議席数を増やすことが先決である。（66 歳：男） 

・若者が希望の持てる国にして欲しい。 （不明：不明） 

・難しい事はわかりませんが、給料明細（書）を受け取って生活する人が楽になる政治を

望みます。 （不明：不明） 

・平和が一番、二度と戦争などする国にならない様にそして国民ばかりに消費税を増やさ

ず応分負担させましょう（大企業・金持ちに） （77 歳：女） 

・まともな政治が欲しい。野党共闘をしっかり。 （不明：不明） 

・消費税も正しく使えばＯＫですが、今の内閣は信用できない安倍氏の口先政治はもうい

らない。外交政策で日本国を守って欲しい（独自政策）武力があれば何でもかなう事はな

い。トランプの泥船には乗らない事。 （70 歳：女） 






